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リハビリテーション科

　2022年度のリハビリテーション科は、PT２名・OT１名・ST１名の転勤者が加わり、昨年よ

りOT１名増のPT19名・OT12名・ST４名・事務員１名の36名体制でスタートした。年度途中で

２名の産休者が出たため、人員的には厳しい状況であったが、スタッフの協力により何とか対応

出来た。

　今年度もcovid-19の第７・８波が継続的に発生し患者減少が見られ、スタッフも何人か感染

したため、単位数の減少が懸念されたが、昨年度との比較で108％の単位取得増であった。PT・

OT ・ ST・共に取得単位数が昨年度を上回っており、人員が厳しい中、お互いにサポートしなが

ら対応出来た結果と思われる。

　リハビリテーション科での大きな出来事は、時系列に①今年度の診療報酬改定に盛り込まれた

FLSが稼働し、リハビリも参加できたこと　②５月に心大血管リハビリテーション施設基準Ⅰを

取得したこと　③回復期リハビリテーション病棟が休日加算取得から回復期リハビリテーション

病棟施設基準Ⅰを取得できたことが挙げられる。

　①については、前年度後半から津吉診療部長を中心にチームで検討し、４月よりFLS外来がス

タートした。リハビリテーション科でも必要なデータ収集を行っている。②についても半年間の

準備期間を経て取得にこぎつけた。当初は患者数について心配もあったが、外来患者数も順調に

増えており、今のところ大きな問題なく経過している。③については12月より休日もリハビリテー

ションを提供する休日診療体制加算を取得。その後諸条件の数値を確認し、2月に施設基準Ⅰを

取得した。休日出勤という慣れない勤務体制で、今後の疲労など心配な面はあるが、体調に留意

して継続していきたいと思う。

　西５病棟における「ADL維持向上体制加算」については、心大血管リハビリテーションを算

定したこと、また産休による人員不足も重なったため、加算の取得を終了した。

　次年度に向けての取り組みとしては、心不全に対する教育入院についての立案、透析時運動療

法指導加算への対応　In Bodyの利用方法についての検討などが挙げられるが、まずは昨年度取

得した施設基準をしっかりと維持していきたい。 



111

２．実績一覧

１．2022年度臨床実習受け入れ状況

学校名 実習名 担当 実習期間 実習時期

PT 医福大 臨床実習 水落 10週間 Ｒ４．８～10月

晴陵リハ 臨床実習 加瀬・村山・猪爪 ３週間 Ｒ５．１～2月

OT 晴陵リハ 臨床実習 築井 ８週間 Ｒ４．８～10月

医福大 臨床実習 松井⇒瀧本 ３週間 Ｒ４．10月
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３．業務統計
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